
（報 告）釜山～巨済間連結道路の建設工

事現場を視察しました。 

 去る５月１５日（火）、韓国第２の大都市プ

サン市（釜山市）のカドック島（加徳島）と、

韓国第２の面積をもつコジェド（巨済島）を結

ぶ「釜山～巨済間連結道路の建設工事現場を

視察した。両地域は日韓トンネルの韓国側出

入り口となる可能性があり、両地域の交通ア

クセス改善は日韓トンネル計画を後押しする

と見られている。視察団は野沢太三会長、濱建

介副会長ら日本側６名と国際ハイウェイ研究

会のコ・カンソ（高冠瑞）副会長ら韓国側２名

である。 

 一行はまず現場近くにある広報館で展示物

を見学した。事業概要は、建設期

間が 2004年から 2010年までの 7

年間で、運用期間が 2011 年から

2050 年までの 40 年間、総工費が

１兆 3197 億ウォン（約 1800 億

円）、総延長 8204m で、主要な施

設は斜張橋 3.5km、沈埋トンネル

3.7km、陸上トンネルなどが

1.0km となっている。 

 本ルートが開通すると釜山市

と巨済島間の距離は現在の 140

ｋｍから 60km に、所要時間が現

在の３時間30分から40分に大幅

短縮される見込みだ。 

 広報館を見学後、一行は船着場から乗船し

約２時間ほど海上から各工事現場を視察し

た。斜張橋の橋脚下部構造は一部が完成して

おり陸上トンネルも掘削が進んでいるよう

だ。また工事で得られる各種地形地質情報な
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どは日韓トンネル計画の参考になるものと

みられ、関心を呼びそうだ。 

 

（報  告）ソ ウ ル で 開 か れ た 展 示 会

「DEMEX2007」に出展しました。  

去る５月２２日（火）から２５日（金）

までの４日間、ソウル市のコーエックス

（COEX)で開かれた「EMEX2007（第１回国

際防災産業展）」にて、広く一般に日韓ト

ンネルを紹介した。 

「EMEX2007」は特殊法人韓国防災協会な

どにより組織される国際防災産業組織委員

会が主催し、８５社の企業が１３０ブース

で災害低減施設や救護救援の物資やシステ

ムをなどを展示をしていた。 

当会ブースの広さは３ｍ×６ｍで、日韓

トンネルの基本図（幅３ｍ）を展示した。

また当会のパンフレット（日本語）、冊子

や機関紙（韓国語）を配布した。また日韓

トンネルのパワーポイント展示も行った。 

来場者は初日と２日目は防災事業の関係

者が多く、３日目と４日目は家族連れや大

学生など一般の来場者が目立った。 

防災に関する展示会であったため、「日

韓トンネル」が何故展示してあるのか不思

議に思っている様子も見られるたが、実現

の可能性や現在の進展状況などについての

質問もあった。４日間のブース訪問者は約

１５０名で配布したパンフレットの部数は

約２００部であった。 

（報 告）東京本部の第４回通常総会が行

われました。  

東京本部の第４回通常総会が、５月３０

日（水）、アルカディア市ヶ谷私学会館で

開催された。韓国側からは来賓として国際

ハイウェイ研究会のユン・セウォン（尹世

元）会長、韓日トンネル技術研究会のソ

ン・ベクチョン（成百詮）会長、社団法人

韓日海底トンネル研究院のパク・キョンブ

（朴慶夫）理事長が出席した。 
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   チュンジュック島に建設されたトンネルの坑口 

      DEMEX2007に出展した当会のブース 

           斜張橋の橋脚部分 



議長として野澤太三会長が選出され議事に

入り、まず平成１８年度の事業報告として下

記 11 項目が報告された。 

①対馬、壱岐、呼子、唐津の現地査察 

②佐賀県知事表敬訪問 

③福岡県知事表敬訪問 

④韓国側関連団体表敬訪問 

⑤社団法人韓日海底トンネル研究院との合  

 意書締結 

⑥インフラテック２００６展示会に出展 

⑦ユーロトンネル社表敬訪問と現地視察 

⑧中華人民共和国亜太交流協会関係者来日 

⑨ルート検討委員会の発足と開催 

⑩韓日トンネル研究開発セミナーに参加 

⑪日韓トンネル計画の講演 

⑫韓日国際シンポジウムに参加 

⑬第１回国際防災産業展に出展 

次に平成１８年度の事業会計収支決算の報

告があり承認された。平成１９年度事業計画

は、日韓トンネルルート案の一本化、建設資

金調達方法や社会経済的役割などの研究、韓

国沿岸域の海洋調査データの収集などの調

査・研究事業、韓国側関連団体との共同研究

などの国際協力事業の他、社会教育事業や情

報収集・提供事業、刊行紙の発行事業内容が

審議され承認された。次に平成１９年度事業

会計収支予算案を審議し承認された。最後に

平成１９年度役員の変更案を審議し承認さ

れ、総会を終えた。 

議事終了後、野澤太三会長が「韓国訪問お

よびユーロトンネル視察などを踏まえて」と

いう題で会長報告を行った。韓国訪問では、
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昨年１０月に釜山市長と慶尚南道知事への表

敬訪問で日韓トンネル建設に関し前向きに対

話したこと、および今年の２月と４月にそれ

ぞれソウルと釜山市で日韓トンネルに関する

セミナーとシンポジウムに参加したことが報

告された。今後の課題として、日韓トンネル

の掘削と維持を含めた技術的課題と、トンネ

ルの使用方法と維持管理費を含めたフィジビ

リティー・スタディの必要性が提案された。

またユーロトンネル視察結果から得られた課

題として、ユーロトンネルで使用した前面閉

塞型泥水加圧式の高速掘削マシンを日韓トン

ネルへの適用検討、トンネル内の湧水対策な

どといった技術的側面と、シャトル列車の乗

換ヤードの確保や建設のための無償資金調達

のための公共支援の確保や建設と運営の上下

分離など運営会社の負担軽減策等、資金や運

営面からの提言があった。 

 

（記事紹介） 日韓トンネル計画に関連する

新聞・雑誌掲載記事を紹介します。今回は

次の１点です。 

・読売新聞 2007年６月４日 

 

   第４回通常総会 
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